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わが国の野菜の消費量は、1960年代初頭か
ら１人年間110kg程度で安定的に推移してい
たが、1990年代に入ってからは減少傾向をた
どり、2002年度では96.6kgと10年間に９％を
超えて減少した。これは消費者の健康志向等
から黄緑色野菜は増加傾向にあるものの、大
根、白菜などの重量野菜が減少していること
に起因している。
国内生産量は1980年代半ばまでは１千６百
万トンを超えるほどの戦後のピーク水準にあ
ったが、その後は長期的低下傾向にある。こ
れらは、生産者の高齢化や労働力不足、生鮮
野菜等の輸入増加による国内価格の低迷等が
要因となっている。
一方、野菜の全体輸入量は、1987年に100

万トン、2000年にはついに300万トンを超え、
国内生産量の２割強に匹敵する量となった。
もっとも、2002年には残留農
薬問題の影響等から生鮮野菜
を中心に大幅減となり、前年
比11.6％減の266万トンとな
っている。
輸入野菜のうち、最も多い
のが生鮮・冷凍以外の「その
他野菜」（調製野菜、塩蔵野

野菜を巡る動向

菜等）で、次に生鮮野菜、冷凍野菜の順とな
っている。生鮮野菜では、たまねぎ（中国、
アメリカ等）、かぼちゃ（ニュージーランド､
メキシコ、トンガ等）、ブロッコリー（アメ
リカ、中国等）、ごぼう（中国等）が多く、
冷凍野菜では、ばれいしょ（アメリカ、カナ
ダ等）、えだ豆（中国、台湾等）、さといも
（中国等）、スイートコーン（アメリカ等）、
ミックスベジタブル（中国、アメリカ等）が
多くなっている（2002年、数量ベース）。
農業総産出額に占める野菜の割合は、1990

年代以降おおよそ４分の１程度で推移してお
り、稲作、畜産と並ぶ基幹部門としての役割
を果たしているが、輸入増加と生産量減少と
いう状況の中で、生産･流通にわたる構造改
革の取組みがなされている。

（藤野信之）
（参考文献）農水省「平成14年度　食料・農業・農

村の動向に関する年次報告」
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野菜の国内作付面積・生産量・消費量の推移

２００２２０００９５９０８５８０１９７５年単位
５４０５４０５８８５３１５５１５５９５４７千ha作付面積

１３，２６６１３，６７０１４，６０８１５，７４０１６，４５５１６，４７０１５，６７４千㌧生産量
９７１０２１０６１０８１１１１１２１０９kg消費量（１人１年）

２，６５５３，００２２，６２８１，５５１８６６４９５２３０千㌧野菜輸入量 　　
１，０９８１，２５８１，３１２９４５５６２２４７１６６千㌧その他野菜
７４８７７３５７８３４５１８０１４１２５千㌧冷　凍　野　菜
８０９９７１７３８２６１１２４１０７３９千㌧生　鮮　野　菜

資料：農林水産省「食料需給表」、「野菜生産出荷統計」、野菜供給安定基金「野菜輸入の動向」


